
　

行

田

市

民

大

学

広

報

部

に

よ

る

パ

ソ

コ

ン

講

習

が

８

月

２

５

、

２

６

日

の

２

日

間

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

１

日

目

は

初

心

者

向

け

、

２

日

目

は

経

験

者

向

け

を

、

横

山

典

子

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

管

理

者

を

講

師

に

迎

え

実

施

し

ま

し

た

。

　

一

日

目

は

朝

９

時

３

０

分

に

広

報

部

の

全

員

が

集

合

し

、

パ

ソ

コ

ン

の

モ

ニ

タ

ー

、

キ

ー

ボ

ー

ド

、

マ

ウ

ス

等

の

掃

除

、

パ

ソ

コ

ン

の

正

常

動

作

確

認

を

し

、

準

備

を

整

え

ま

し

た

。

午

後

１

時

ま

で

に

受

講

予

定

者

全

員

が

集

ま

り

、

小

堤

副

部

長

の

司

会

、

田

口

部

長

、

今

村

理

事

長

の

順

に

挨

拶

、

生

徒

の

パ

ソ

コ

ン

は

、

す

っ

か

り

準

備

さ

れ

た

状

態

で

講

習

開

始

に

な

り

ま

し

た

。

横

山

講

師

は

、

初

め

に

生

徒

の

パ

ソ

コ

ン

使

用

経

験

の

確

認

後

、

マ

ウ

ス

の

使

い

方

、

ロ

ー

マ

字

で

の

日

本

語

入

力

、

カ

タ

カ

ナ

入

力

、

濁

点

、

半

濁

点

、

促

音

の

小

さ

い

「

っ

」

、

小

さ

い

文

字

、

そ

の

他

、

漢

字

変

換

な

ど

を

説

明

、

生

徒

は

キ

ー

ボ

ー

ド

に

向

か

っ

て

一

生

懸

命

操

作

を

繰

り

返

し

練

習

し

ま

し

た

。

１

０

分

間

の

休

憩

を

挟

ん

で

、

次

は

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

で

行

田

市

民

大

学

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

閲

覧

、

横

山

講

師

が

先

に

操

作

を

し

、

後

か

ら

同

じ

よ

う

に

生

徒

が

操

作

、

検

索

サ

イ

ト

、

ヤ

フ

ー

、

グ

ー

グ

ル

な

ど

閲

覧

の

方

法

、

そ

の

中

で

グ

ー

グ

ル

で

「

行

田

市

民

大

学

」

と

入

力

、

投

稿

さ

れ

て

い

る

記

事

の

閲

覧

な

ど

を

行

い

ま

し

た

。

　

２

日

目

の

講

習

会

は

経

験

者

向

け

の

講

習

会

で

、

行

田

市

民

大

学

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

投

稿

方

法

に

つ

い

て

学

習

し

ま

し

た

。

各

自

、

投

稿

原

稿

と

写

真

を

持

参

し

て

実

際

に

行

田

市

民

大

学

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

投

稿

を

行

い

ま

し

た

。

　

講

習

会

が

終

わ

っ

た

後

で

は

、

行

田

市

民

大

学

の

学

生

が

自

グ

ル

ー

プ

の

活

動

内

容

を

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

投

稿

し

て

行

く

こ

と

に

な

り

ま

す

。

９

月

１

３

日

（

木

）

真

言

宗

豊

山

派

法

蔵

寺

の

向

井

住

職

に

よ

る

「

法

話

と

写

経

体

験

」

の

授

業

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

最

初

に

阿

字

観

本

尊

（

あ

じ

か

ん

ほ

ん

ぞ

ん

）

に

つ

い

て

お

話

が

あ

り

ま

し

た

。

　

阿

字

観

と

は

、

満

月

の

中

の

梵

字

「

あ

」

を

見

つ

め

て

観

想

す

る

こ

と

で

自

分

の

心

を

凝

視

し

、

仏

と

一

体

の

境

地

を

見

出

す

こ

と

で

、

「

あ

」

は

口

を

開

い

て

最

初

に

出

す

言

葉

で

「

う

ん

」

は

口

を

閉

じ

て

最

後

に

出

す

言

葉

で

あ

り

、

宇

宙

の

始

ま

り

と

終

わ

り

を

表

す

言

葉

だ

そ

う

で

す

。

　

次

に

般

若

心

経

を

全

員

で

唱

え

た

後

に

写

経

体

験

を

行

い

ま

し

た

。

写

経

は

「

字

が

下

手

だ

か

ら

」

「

筆

を

持

つ

の

は

苦

手

だ

か

ら

」

な

ど

と

た

め

ら

い

が

ち

で

す

が

、

心

を

込

め

て

丁

寧

に

書

写

す

れ

ば

い

い

そ

う

で

す

。

（

２

学

年

４

班

行

田

市

を

調

べ

る

グ

ル

ー

プ

 

宮

園

哲

志
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法

話

と

写

経

体

験

行

田

市

民

大

学

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

検

索

・

参

照

・

投

稿

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

こ

と

が

目

的



　

子

ど

も

大

学

は

市

内

の

小

学

４

～

6

年

生

を

対

象

に

、

知

的

好

奇

心

を

刺

激

す

る

学

び

の

機

会

を

提

供

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

、

土

曜

日

、

日

曜

日

を

中

心

に

年

間

６

日

間

開

校

し

て

い

ま

す

。

子

ど

も

大

学

は

、

教

育

委

員

会

の

子

ど

も

大

学

事

業

で

「

も

の

つ

く

り

大

学

」

「

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

子

育

て

ネ

ッ

ト

行

田

」

「

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

行

田

市

民

大

学

活

動

セ

ン

タ

ー

」

が

連

携

し

て

実

施

し

て

い

る

も

の

で

す

。

９

月

２

２

日

に

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

行

田

市

民

大

学

活

動

セ

ン

タ

ー

の

今

村

理

事

長

の

講

義

「

郷

土

の

自

然

に

つ

い

て
　

～

埼

玉

に

も

砂

丘

が

あ

っ

た

！

～

」

が

あ

り

ま

し

た

。

　

荒

川

の

流

れ

が

埼

玉

県

内

を

右

か

ら

左

へ

と

あ

ば

れ

ま

わ

り

出

来

た

自

然

堤

防

の

軽

い

砂

が

、

季

節

風

で

河

畔

砂

丘

（

か

は

ん

さ

き

ゅ

う

）

と

し

て

、

加

須

市

の

郊

外

に

集

ま

り

砂

丘

が

で

き

ま

し

た

。

現

在

の

「

む

さ

し

の

村

」

は

砂

丘

の

上

に

あ

る

と

い

う

こ

と

で

し

た

。

子

ど

も

た

ち

は

、「

む

さ

し

の

村

」

の

下

が

砂

丘

だ

と

い

う

こ

と

に

び

っ

く

り

し

て

い

ま

し

た

。

　

最

後

に

、

加

須

の

神

社

の

境

内

か

ら

採

取

し

て

来

た

と

い

う

砂

丘

の

砂

を

見

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

砂

の

色

は

茶

色

が

か

り

、

非

常

に

細

か

い

も

の

で

し

た

。

風

に

吹

か

れ

て

集

ま

っ

た

も

の

で

、

細

か

な

粒

子

に

な

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

　

北

小

学

校

わ

く

わ

く

ク

ラ

ブ

は

、

行

田

市

教

育

委

員

会

の

放

課

後

こ

ど

も

教

室

を

支

援

す

る

事

業

と

し

て

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

行

田

市

民

大

学

活

動

セ

ン

タ

ー

が

実

行

し

て

い

る

も

の

で

す

。

　

北

小

学

校

わ

く

わ

く

ク

ラ

ブ

は

、

小

学

校

１

～

３

年

生

を

対

象

に

放

課

後

、

登

録

さ

れ

て

い

る

生

徒

に

対

し

て

実

施

し

て

い

ま

す

。

月

に

２

回

（

Ａ

ま

た

は

Ｂ

グ

ル

ー

プ

対

象

）

の

実

施

で

す

が

、

テ

ー

マ

は

毎

回

、

新

し

い

も

の

に

変

わ

り

ま

す

。

今

回

（

９

月

１

１

日

 

火

）

の

テ

ー

マ

は

シ

ャ

ボ

ン

玉

で

す

。

　

最

初

に

今

日

の

課

題

に

つ

い

て

説

明

を

受

け

て

か

ら

準

備

作

業

を

し

ま

す

。

作

業

が

終

わ

っ

た

ら

外

に

出

て

シ

ャ

ボ

ン

玉

を

飛

ば

し

ま

し

た

。

最

後

に

ど

ん

な

と

き

に

最

も

大

き

な

シ

ャ

ボ

ン

玉

が

で

き

た

か

確

認

し

ま

し

た

。

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

行

田

市

民

大

学

　

　

活

動

セ

ン

タ

ー

よ

り

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

行

田

市

民

大

学

　

　

活

動

セ

ン

タ

ー

よ

り

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

行

田

市

民

大

学

　

　

活

動

セ

ン

タ

ー

よ

り

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

行

田

市

民

大

学

　

　

活

動

セ

ン

タ

ー

よ

り

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

行

田

市

民

大

学

　

　

活

動

セ

ン

タ

ー

よ

り

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

行

田

市

民

大

学

　

　

活

動

セ

ン

タ

ー

よ

り

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

行

田

市

民

大

学

　

　

活

動

セ

ン

タ

ー

よ

り

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

行

田

市

民

大

学

　

　

活

動

セ

ン

タ

ー

よ

り

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

行

田

市

民

大

学

　

　

活

動

セ

ン

タ

ー

よ

り
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子ども大学ぎょうだ　北小わくわくクラブ

編

集

後

記

　

今

年

は

７

月

か

ら

熱

い

日

が

続

き

、

台

風

１

２

号

が

関

東

南

方

で

Ｕ

タ

ー

ン

し

て

西

日

本

に

戻

り

瀬

戸

内

海

を

西

進

す

る

異

常

が

あ

り

ま

し

た

。

こ

の

夏

の

高

温

は

台

風

の

進

路

以

外

に

、

私

た

ち

の

体

に

も

大

き

な

影

響

を

与

え

ま

し

た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

編

集

委

員

　

田

口

　

修

　

茂

木

幸

蔵

　

小

堤

敏

正

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

内

田

　

進

　

水

出

み

よ

子


